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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第48期
第２四半期
累計期間

第48期
第２四半期
会計期間

第47期

会計期間

自　平成21年
　　　２月21日
至　平成21年
　　　８月20日

自　平成21年
　　　５月21日
至　平成21年
　　　８月20日

自　平成20年
　　　２月21日
至　平成21年
　　　２月20日

売上高 (千円) 12,712,6036,469,95329,059,906

経常損失（△） (千円) △463,039△297,223△1,208,919

四半期(当期)純損失
（△）

(千円) △546,022△370,906△1,691,011

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 4,976,6354,976,635

発行済株式総数 (株) ― 23,185,98323,185,983

純資産額 (千円) ― 8,841,3879,384,709

総資産額 (千円) ― 15,685,71616,371,963

１株当たり純資産額 (円) ─ 381.44 404.88

１株当たり四半期
(当期)純損失（△）

(円) △23.56 △16.00 △72.95

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 56.4 57.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △159,306 ― △867,010

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △18,064 ― △141,968

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △80,914 ― 472,447

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,291,8571,550,142

従業員数 (名) ― 505 504

(注)　１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資損益については関連会社の重要性が乏しい等のため記載を省略しております。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

　 り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第２四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年８月20日現在

従業員数(名) 505(676)

(注) １　従業員数は就業人員数(当社から社外への出向者を除く)であります。

２　従業員数欄の(　)内は、定時社員(パートタイマー)及びアルバイトの期中平均人員であり、外書きで記載してお

ります。(１日８時間換算)
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売及び仕入の状況】

(1) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

①　部門別売上実績

部門別 売上高(千円) 構成比(％)

生鮮食料品

精肉 592,728 9.2

鮮魚 350,611 5.4

青果 821,415 12.7

海産加工 188,720 2.9

小計 1,953,476 30.2

非生鮮食料品

一般食品 1,313,380 20.3

デイリー・菓子 1,052,366 16.3

日配品 779,027 12.0

惣菜 265,852 4.1

酒 507,633 7.9

小計 3,918,261 60.6

日用品雑貨 130,768 2.0

その他 467,448 7.2

合計 6,469,953 100.0

(注) １　海産加工は、魚卵、干物魚、練物等であります。

２　デイリー・菓子は、一般菓子、パン、牛乳等であります。

３　日配品は、麺類、漬物、冷凍食品、米等であります。

４　その他は、たばこ、健康ランド内レストラン等であります。

５　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 仕入実績

部門別 仕入高(千円) 構成比(％)

生鮮食料品

精肉 386,507 7.5

鮮魚 264,351 5.1

青果 648,120 12.5

海産加工 137,047 2.6

小計 1,436,027 27.7

非生鮮食料品

一般食品 1,147,590 22.1

デイリー・菓子 833,229 16.1

日配品 647,823 12.5

惣菜 182,467 3.5

酒 469,666 9.0

小計 3,280,777 63.2

日用品雑貨 108,876 2.1

その他 364,203 7.0

合計 5,189,884 100.0

(注) １　海産加工は、魚卵、干物魚、練物等であります。

２　デイリー・菓子は、一般菓子、パン、牛乳等であります。

３　日配品は、麺類、漬物、冷凍食品、米等であります。

４　その他は、たばこ、健康ランド内レストラン等であります。

５　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
　
　
　
　

　

　

２ 【事業等のリスク】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。 

１．当第2四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変

　　動等または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更

　　はありません。 

２．当社は、平成1８年度（第45期）以降営業損失を、また平成１７年度（第44期）以降営業キャッ

　　シュ・フローのマイナスを計上し、第１四半期会計期間に引き続き、当第２四半期会計期間に

　　おいても営業損失を計上しております。当該状況により当社には、将来にわたって事業活動を

　　継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

　

　　当社は当該状況を解消すべく、４［財政状態及び経営成績の分析］に記載の諸施策を実施して

　おります。 
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において経営上の重要な契約は行われておりません。

　

４ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 (1)経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、昨年より続く世界的な金融危機を背景にした景気悪

化の影響を受け、企業収益の低迷や雇用環境の不透明から個人消費の低迷が続き、極めて厳しい状況で

推移いたしました。

　当社が属する小売業界におきましても生活必需品などの一部値下げによる価格競争や消費者の節約

及び低価格志向への高まりにより、依然として経営環境は厳しい状況が今後も続くものと思われます。

　このような状況の中、当社は「地域社会に愛され、信頼される店作り」の経営理念を実現するために、

顧客ニーズを的確に把握し、売上確保に向けた営業活動を強化するとともに、経費削減に取り組み収益

の改善に努めてまいりました。

　店舗面におきましては既存店舗の活性化を図るために第2四半期会計期間の5月長沼店、7月高柳店の2

店舗を改装いたしました。高柳店におきましては改装に伴い新規取扱い商品としてドラッグ（大衆医

薬品）の販売を開始いたしました。

　その他食肉加工センターを埼玉県北葛飾郡杉戸町から埼玉県春日部市にある物流センター内に移設

し物流コストの削減を図りました。また、海産加工商品の取扱いセンターを新たに稼動させ店舗への商

品供給を開始し、海産加工部門の品揃えの充実及び店舗作業の効率化を図りました。

　前期32店舗の改装を行った効果と合せ既存店ベースでの第2四半期来店客数は対前年比約５％増とな

りましたが、消費者の節約及び低価格志向への高まりから来店客単価は下落傾向にあり（対前年比約

７％減）収益を押し上げるまでにはいたりませんでした。

　以上の結果、当第２四半期会計期間の業績につきましては、売上高及び営業収入の合計（営業収益）

68億3千6百万円、営業損失3億1千1百万円、経常損失2億9千7百万円、四半期純損失3億7千万円となりま

した。 

 

(2)財政状態の分析

総資産の残高は、前事業年度末に比べ6億8千6百万円減少し156億8千5百万円となりました。主に、現

金及び預金が２億５千8百万円減少するほか、1年内回収予定の建設協力金の回収などにより流動資産

のその他が１億6千4百万円減少しております。 

　負債の残高は、前事業年度末に比べ1億4千2百万円減少し68億4千4百万円となりました。主に、短期借

入金が返済により1億5千6百万円減少しております。 

　純資産の残高は、前事業年度末に比べ5億4千3百万円減少し88億4千1百万円となりました。 主に、四半

期純損失（累計）5億4千6百万円の計上による利益剰余金の減少によるものであります。この結果、自

己資本比率は56.4％となっております。 
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(3)キャッシュ・フローの分析

当第2四半期会計期間末における現金及び現金同等物は第1四半期会計期間末より１億３百万円増加

し12億9千1百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第2四半期会計期間において税引前四半期純損失3億6千1百万円を計上いたしましたが、非資金費用

として減価償却費9千2百万円と不動産賃借料の相殺による支払5千2百万円があった他、減損損失７千

２百万円を計上したこと等により、営業活動によるキャッシュ・フローは1億８千万円の減少となりま

した。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　店舗および賃貸用スポーツ施設の改装等に伴う有形固定資産の取得に８千３百万円を支出いたしま

したが、短期貸付金、建設協力金の返済を受けたこと等により、投資活動によるキャッシュ・フローは

２千９百万円増加しております。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第2四半期会計期間において新規に長期借入金２億円、短期借入金２億円の融資を受ける一方、借入

金の返済もあり、財務活動によるキャッシュ・フローは２億５千３百万円増加しております。 

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

(5)研究開発活動

該当事項ありません。

　

(6)事業等のリスクに記載した重要事象等への分析・検討内容および当該重要事象等を解消し、

     または改善するための対応策 

当社は将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在し

ていると判断しております。

　当社は当該状況を解消すべく新事業計画を策定し、下記の通り取組んでまいります。

① 新規商品群「マルヤベストチョイス（仮称）」の導入 

　消費者ニーズに対応すべく「驚きの低価格、信頼の高品質商品」を国内メーカーとのタイアップによ

り新規商品群「マルヤベストチョイス（仮称）」として導入を開始します。 

　「マルヤベストチョイス（仮称）」は毎日消費する商品を中心に順次品目を拡大し、新たな顧客層を

取り込み、対前年比プラスで推移している来店客数の更なるアップおよび来店客単価の改善を図って

まいります。 
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② 荒利の改善 

　お客様のニーズにあった売場作りや商品政策を実行していく過程において、取扱い商品構成の見直

し、ロスの削減、高値入の新規商品開発等により荒利率の改善を図ってまいります。 

 

③ コスト構造の改革 

　既存店舗の損益状況を踏まえ、効果が見込める店舗を抽出し、当第2四半期累計期間において6店舗の

店舗改装を実施し、収益の改善を図りました。その内1店舗においては高値入商品でありますドラッグ

（大衆医薬品）の販売を開始いたしました。 

　今後も効果が見込める店舗におきましては積極的に店舗改装を行い収益の改善に結びつけてまいり

ます。 
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　
　

(2) 設備の新設、除却等の計画

第１四半期会計期間末に計画中であったスーパーマーケット長沼店を５月に改装する他、計画を前倒

ししてスーパーマーケット高柳店を７月に、賃貸用スポーツ施設を６月に改装いたしました。 

　当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。なお、

改装計画を前倒しし実施した結果、今後の改装計画は次のとおりであります。 

　

事業所名 所有賃借の別 内容

投資予定金額

資金調達方法
工事着工
(予定)年月

完成 
(予定)年月

総額
 (千円)

既支払金額(
千円)

杉戸店 自社及び賃貸
スーパー
マーケット
の改装

30,000 ─ 自己資金 平成21年９月 平成21年12月

他5店舗
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,300,100

計 40,300,100

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年８月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年10月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,185,98323,185,983
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は
100株であります。

計 23,185,98323,185,983― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年５月21日～
平成21年８月20日

─ 23,185,983 ─ 4,976,635 ─ 5,625,560
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

リサ・コーポレート・ソリュー
ション・ファンド投資事業有限
責任組合　　

東京都港区赤坂１－１１－４４ 5,120,000 22.08

新　井　誠　一 埼玉県春日部市 4,177,138 18.01

株式会社アライ興産 埼玉県春日部市豊町４－１－１０ 3,167,638 13.66

有限会社西町コーポ 埼玉県さいたま市岩槻区東岩槻３－２－９ 1,391,869 6.00

有限会社マルヨシ 埼玉県久喜市大字野久喜７０３ 1,167,688 5.03

株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤７－４－１ 996,718 4.29

有限会社ヒロ興産 埼玉県春日部市粕壁東６－１５－２ 695,865 3.00

マルヤ従業員持株会 埼玉県春日部市小渕２４３ 634,613 2.73

株式会社武蔵野銀行 埼玉県さいたま市大宮区桜木町１－１０－８ 469,573 2.02

新　井　光　子 埼玉県春日部市 427,424 1.84

計 ― 18,248,52678.70
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(6) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　　7,200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 23,157,200 231,572 ―

単元未満株式 普通株式　 　21,583 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 23,185,983― ―

総株主の議決権 ― 231,572 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義株式100株（議決権１個）が含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義株式55株及び、当社所有の自己株式24株が含まれ

ております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社　マルヤ

春日部市小渕243番地 7,200 ─ 7,200 0.03

計 ― 7,200 ─ 7,200 0.03

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　３月

　
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

最高(円) 111 107 115 115 112 112

最低(円) 97 92 99 90 101 101

(注)１　東京証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

　　２　月別最高・最低株価は、毎月１日から月末までのものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成21年５月21日か

ら平成21年８月20日まで)及び当第２四半期累計期間(平成21年２月21日から平成21年８月20日まで)に係

る四半期財務諸表について、爽監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、株式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高等からみて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ

・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表

は作成しておりません。

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社マルヤ(E03218)

四半期報告書

13/29



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年８月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,321,857 1,580,142

売掛金 5,475 4,856

商品 1,069,601 1,088,746

貯蔵品 11,483 8,599

その他 473,053 637,260

貸倒引当金 △935 △1,136

流動資産合計 2,880,535 3,318,468

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※１・２
 3,597,716

※１・２
 3,678,388

土地 ※２
 3,954,505

※２
 3,954,505

その他（純額） ※１・２
 400,430

※１・２
 448,106

有形固定資産合計 7,952,652 8,081,000

無形固定資産 206,451 208,216

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,942,313 2,002,334

建設協力金 2,131,481 2,270,473

その他 671,128 590,469

貸倒引当金 △98,845 △99,001

投資その他の資産合計 4,646,076 4,764,277

固定資産合計 12,805,181 13,053,494

資産合計 15,685,716 16,371,963
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年８月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,026,344 919,640

短期借入金 ※２
 2,959,900

※２
 3,116,668

1年内返済予定の長期借入金 ※２
 304,200

※２
 246,000

未払金 681,802 750,218

未払法人税等 38,439 61,762

賞与引当金 31,500 72,600

店舗閉鎖損失引当金 281,567 391,970

その他 128,929 117,409

流動負債合計 5,452,683 5,676,269

固定負債

長期借入金 ※２
 461,750

※２
 444,000

退職給付引当金 338,010 352,519

長期預り保証金 464,105 469,184

その他 127,780 45,280

固定負債合計 1,391,646 1,310,984

負債合計 6,844,329 6,987,253

純資産の部

株主資本

資本金 4,976,635 4,976,635

資本剰余金 5,625,560 5,625,560

利益剰余金 △1,760,533 △1,214,510

自己株式 △4,506 △4,458

株主資本合計 8,837,154 9,383,226

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,232 1,482

評価・換算差額等 4,232 1,482

純資産合計 8,841,387 9,384,709

負債純資産合計 15,685,716 16,371,963
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年２月21日
　至 平成21年８月20日)

売上高 12,712,603

売上原価 10,126,654

売上総利益 2,585,949

営業収入 747,537

営業総利益 3,333,486

販売費及び一般管理費

従業員給料及び賞与 1,357,674

賞与引当金繰入額 31,500

退職給付費用 21,000

不動産賃借料 866,893

減価償却費 179,802

その他 1,359,505

販売費及び一般管理費合計 3,816,376

営業損失（△） △482,889

営業外収益

受取利息 29,833

受取配当金 1,189

物品売却益 13,935

その他 13,851

営業外収益合計 58,809

営業外費用

支払利息 33,140

その他 5,818

営業外費用合計 38,959

経常損失（△） △463,039

特別利益

受取補償金 8,000

特別利益合計 8,000

特別損失

減損損失 72,383

特別損失合計 72,383

税引前四半期純損失（△） △527,422

法人税、住民税及び事業税 18,600

法人税等調整額 －

法人税等合計 18,600

四半期純損失（△） △546,022
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年５月21日
　至 平成21年８月20日)

売上高 6,469,953

売上原価 5,219,093

売上総利益 1,250,859

営業収入 366,838

営業総利益 1,617,698

販売費及び一般管理費

従業員給料及び賞与 682,165

賞与引当金繰入額 31,500

退職給付費用 10,500

不動産賃借料 428,523

減価償却費 92,201

その他 684,231

販売費及び一般管理費合計 1,929,122

営業損失（△） △311,424

営業外収益

受取利息 17,315

受取配当金 1,189

物品売却益 6,918

その他 7,803

営業外収益合計 33,226

営業外費用

支払利息 17,512

その他 1,512

営業外費用合計 19,025

経常損失（△） △297,223

特別利益

受取補償金 8,000

特別利益合計 8,000

特別損失

減損損失 72,383

特別損失合計 72,383

税引前四半期純損失（△） △361,606

法人税、住民税及び事業税 9,300

法人税等調整額 －

法人税等合計 9,300

四半期純損失（△） △370,906
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成21年２月21日
　至 平成21年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △527,422

減価償却費 179,802

減損損失 72,383

不動産賃借料相殺額 108,033

賞与引当金の増減額（△は減少） △41,100

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △61,988

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,508

受取利息及び受取配当金 △31,022

支払利息 33,140

たな卸資産の増減額（△は増加） 16,260

仕入債務の増減額（△は減少） 106,704

未払消費税等の増減額（△は減少） 97,549

その他 △42,190

小計 △104,360

利息及び配当金の受取額 13,852

利息の支払額 △32,337

預り保証金の増減額（△は減少） 1,028

法人税等の支払額 △37,490

営業活動によるキャッシュ・フロー △159,306

投資活動によるキャッシュ・フロー

短期貸付金の増減額（△は増加） 24

有形固定資産の取得による支出 △157,926

関係会社株式の取得による支出 △50,000

建設協力金の回収による収入 93,557

長期預り建設協力金の受入収入 90,000

その他 6,280

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,064

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △156,768

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △124,050

配当金の支払額 △48

自己株式の取得による支出 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △80,914

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △258,285

現金及び現金同等物の期首残高 1,550,142

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,291,857
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期会計期間
(自　平成21年５月21日　至　平成21年８月20日)

　

当社は、平成18年度（第45期）以降営業損失を、また平成17年度（第44期）以降営業キャッシュ・フローのマ

イナスを計上し、第１四半期会計期間に引き続き、当第２四半期会計期間においても営業損失を計上しておりま

す。当該状況により当社には、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような状

況が存在しております。 

　当社は、こうした状況を解消すべく期初の事業計画を見直し、「財政状態及び経営成績の分析」に記載のとお

り、新規商品群の導入、荒利の改善、コスト構造の改善に取り組んでおります。また、財務面につきましては、当第

２四半期会計期間に長期借入金２億円、短期借入金２億円の追加融資を受け財務基盤の安定、強化を図ってお

り、今後営業キャッシュ・フローの改善が計画に対し遅延すると判断した場合には、固定資産の処分を含めた施

策も講じてまいります。 

　しかしながら、こうした取り組みは実施途上であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認

められます。 

　四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四

半期財務諸表には反映しておりません。 
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年２月21日　至　平成21年８月20日)

会計処理基準に関する事項の変更

「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用

通常の販売目的で保有する生鮮食品については、従来最終仕入原価法による原価法によっておりましたが、第

１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表

分）が適用されたことに伴い、最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）により算定しております。

　また、通常の販売目的で保有するその他の商品については、従来売価還元法による原価法によっておりました

が、第1四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公

表分）が適用されたことに伴い、売価還元法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法）により算定しております。

　これによる当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失、および税引前四半期純損失に与える影響は軽微であ

ります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年２月21日　至　平成21年８月20日)

　　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

　っております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期累計期間 (自　平成21年２月21日　至　平成21年８月20日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間 (自　平成21年２月21日　至　平成21年８月20日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

当第２四半期会計期間末 
(平成21年８月20日)

　
前事業年度末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年2月20

日）
　

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 　 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 　

10,243,979千円　 10,208,488千円　

　 　 　 　

※２　担保資産 　 　 ※２　担保資産 　 　
　

　当第2四半期会計期間末における担保提供の状況は下記
のとおりであります。

　

　 　 　 　 　 　
　　　担保提供資産 　 　 　　　担保提供資産 　 　

建物 564,826千円 　 建物 471,996千円　
その他 14,890千円 　 その他 14,060千円　
土地 1,924,961千円 　 土地 1,761,001千円　
合計 2,504,679千円 　 合計 2,247,058千円　

　 　 　 　 　 　
　　上記に対応する債務額 　 　 　　上記に対応する債務額 　 　

短期借入金 1,186,050千円 　 短期借入金 700,000千円　
長期借入金 459,950千円 　 長期借入金 300,000千円　

（1年内返済予定額を含む） 　　　　　　　　　　　 　 （1年内返済予定額を含む） 　　　　　　　　　　　 　
合計 1,646,000千円 　 合計 1,000,000千円　
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　

当第２四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

該当事項はありません。

　

第２四半期会計期間

　
当第２四半期会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期累計期間
(自　平成21年２月21日 
  至　平成21年８月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,321,857千円

預入期間が３か月超の定期預金 △30,000千円

現金及び現金同等物 1,291,857千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末（平成21年８月20日）及び当第２四半期累計期間(自　平成21年２月21日　至　平成

21年８月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 23,185,983

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 7,224

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　　　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行って

おりますが、当第2四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認め

られないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

記載すべき事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当社はストック・オプションを発行しておりませんので、該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

　　記載すべき事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社が有している関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性が乏しいため、記載を省略

しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年８月20日)

前事業年度末
(平成21年２月20日)

　 　

　 381.44円
　

　 　

　 404.88円
　

　

２　１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額

第２四半期累計期間

　
当第２四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △23.56円

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式
が存在しないため記載しておりません。

　

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(△）(千円) △546,022

普通株式に係る四半期純損失(△）(千円) △546,022

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 23,178
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第２四半期会計期間

　
当第２四半期会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △16.00円

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式
が存在しないため記載しておりません。

　

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(△）(千円) △370,906

普通株式に係る四半期純損失(△）(千円) △370,906

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 23,178

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年10月１日

株式会社マルヤ

取締役会　御中

　

爽監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　宮　　原　　敏　　夫　　印

　

業務執行社員 　 公認会計士　　小　　高　　正　　裕　　印

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社マルヤの平成21年２月21日から平成22年２月20日までの第48期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年

５月21日から平成21年８月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年２月21日から平成21年８月20日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。　 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルヤの平成21年８月20日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。 
　
追記情報

継続企業の前提に関する注記に記載のとおり、会社は多額の営業損失を第45期より連続して計上すること

となり、また多額な当期純損失を第44期より連続して計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせ

るような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該

状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半期財

務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期財務諸表に反映

されていない。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上
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(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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